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1. はじめに 
日本の多くの地方都市では、高度経済成長期以降、

モータリゼーションの進展と、それに伴う都市域の郊外

化・巨大集客施設の郊外展開とが相互連関をもって急速

に進んだ。その過程において、自動車利用の増加は公共

交通の利用者を減少させるとともに、道路渋滞は路面電

車や路線バスの速度低下を招き、サービスレベルを低下

させてきた。さらに、都市域や巨大集客施設の拡散が、

自動車依存型の生活スタイルをより促進させるというス

パイラルをたどった。その結果として、環境への負荷や

都市域維持費用の増大が起き、都市の持続可能性を損な

う危険性が懸念される。 
自動車利用増加スパイラルによる負の影響を抑制す

る都市の形態として、｢コンパクトシティ｣の理念が近年

提唱され、多くの都市で理念として取り入れられつつあ

る。しかし、自動車依存型交通システムのままであって

は、都市内に道路や駐車場のための空間が多く必要であ

り、コンパクトで魅力的な市街地の形成の妨げとなる。

したがって、自動車に替わる高いモビリティを提供する

公共交通の担保が必要となる。そこで、都市･地域の基

軸となりうる、自動車に対して競争力を持った基幹的な

公共交通を、高い利便性と魅力を有するものとして整備

することを契機に、その沿線に立地を誘導しコンパクト

シティをつくりあげるアプローチが有効と考えられる。 
本研究では、人口や都市機能が帯状に集中したコリ

ドー市街地の形成と、それを貫く公共交通サービスの充

実が、都市・地域全体の公共交通利便性向上に与える効

果を定量評価することを目的とする。そのために、ポテ

ンシャル型アクセシビリティ指標を適用する。 
 
2. アクセシビリティ指標の定義 
著者らは既報1)において、地区iの交通機関mが居住者

に提供するアクセシビリティACimを式(1)～(4)のように

定義している。本研究でもこの指標を用いる。具体的な

計算方法は既報1)に従うものとする。 
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i: 評価対象地区 j: 近隣地区 J: 地区総数 k: 評価項目(目的) 
K: 項目総数 m: 交通機関 AT: 魅力度 αkm，βk: パラメータ 
cijm: iからjへ交通機関mで移動する際の交通抵抗(一般化費用) 

 式(1)は、式(2)で各対象項目kについて算出されるAC
をパラメータβkで重み付けして足し合わせたものを総合

的なアクセシビリティ指標とすることを表している。式

(2)は重力モデルの形であり、距離逓減を指数関数で表

している。式(3)では、魅力度ATの次元を持つACを、対

象地域全体の魅力度の総和で除することにより標準化を

行っている。これにより、AC’は0から1までの値をとる。

AC’が1のときは交通抵抗による施設魅力度の低下が全

く無いこと、つまり全施設が評価地点と同位置にあるこ

とを示す。 
 また、対象地域全体の居住者平均のAC’として、各地

区のAC’を人口で重み付けして平均をとったWAC 
(Weighted Average of Accessibility)を式(5)のように定

義する。WACは、アクセシビリティが高い地区に人口

が集中していれば高くなる。 
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N: 人口を有する地区数 Pi: 地区iの人口 

 
3. 分析対象地域と路線 
本研究の評価対象地域は、新潟県上越市である。対

象地域の人口密度分布および公共交通網を図-1に示す。

鉄道路線は、JR信越線とJR北陸線、北越急行ほくほく
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線があるものの、普通列車の本数はいずれも日中で1時
間に1本程度と少ない。また、路線バスも、市内に計50
系統あるものの、ほとんどが日中で1時間に1本以下の

運行となっている。 
現上越市は、2005年に旧上越市を中心として14市町

村が合併し、人口は20.8万人(2005年国勢調査)に対し、

面積は973km2と広い。JR信越線沿線、特にJR北陸線

との結節点である直江津駅と、そこから6.7km南にある

高田駅をそれぞれ中心に人口が集積しており、コリドー

市街地を形成していることがわかる。その一方で、郊外

にも人口が拡散しており、その傾向は現在も続いている。 
上越市の乗用車保有率は1.97台/世帯であり、全国平

均値(1.33台/世帯)よりも1.5倍ほど高く、モータリゼー

ションが相対的に進展していることがわかる。 
評価の単位となる地区区分として、地域メッシュコ

ードの1つである4次メッシュコード(約500m×500m)
を用いる。対象地域全体で4,063メッシュとなる。 
 
4. アクセシビリティ算出モデルの特定化 
(1) パラメータの推定 
まず、アクセシビリティ(以下AC)の特定化に必要と

なる、式(1)、式(2)のパラメータα、βを推定する。式(2)
のパラメータαkmは、パーソントリップ調査をもとに、

対象地域のトリップを抽出したOD表から、式(6)に示す

重力モデルを推定した結果得られる距離逓減パラメータ

αkmを用いることとする。 
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Tijkm: 地区i, j間の評価項目対象施設kへの手段mによる分布交通量 
Gikm: iにおけるkへのmによる発生交通量 
Ajkm: jにおけるkへのmによる集中交通量 
cij: i, j間の交通抵抗 
δ, ε , ξ ,αkm: パラメータ 

 ところが、平成 17 年全国都市交通特性調査の結果を

用いてパラメータαkm の推定を試みたものの、有意な結

果が得られなかった。そこで、中京都市圏 PT 調査

(2001 年)で推計した値であるα=0.00057 を、手段 m･対
象施設 kに関わらず用いることとする 3)。 
 式(1)のパラメータβk は、上越市民を対象に各項目 k
の重要度に関するアンケート調査を実施し、その結果を

用いてコンジョイント分析によって推定する 2)。パラメ

ータ推定結果を表-1 にまとめる。教育・文化利便性、

健康・医療利便性、買物・サービス利便性については

5％有意であるものの、就業利便性に関しては 5％有意

の値が得られなかった。また、それぞれの対象とする施

設および魅力度指標を、表-2 に示す。各データで年次

が少し異なっているが、これらから得られた値を現状の

データとする。 
 

(2) 移動手段間のアクセシビリティの現状比較 
現状<シナリオ O>の公共交通 AC を図-2 に示す。施

設が集まっている高田･直江津を中心とした、同心円を

描いていることがわかる。また、信越線と、高田より南

東部へ向かうバス路線沿線では、周辺と比べて高い公共

交通ACを示している。これは、他の路線と比べて、比

較的高いサービスレベル(1 時間に 1 本程度)によるもの

である。 
公共交通 AC と自動車の AC の比をとった結果を、

図-3 に示す。AC の比は、居住地全域平均(WAC)で
0.341 となっており、自動車に対する公共交通の利便性

の低さを示している。値は郊外へ行くほど小さくなって

おり、自動車よりも公共交通の方が、郊外に行くほど

ACが低下することが見てとれる。 
 
5．コリドー部の公共交通サービスレベル向上と施設集

約によるアクセシビリティ変化 
(1) 代替案シナリオの設定 
代替案シナリオとして、<A>コリドー部を貫く公共交

通の集中的な利便性改善、<B>地域全域の公共交通の平

均的なサービスレベル向上、<C>都市施設のコリドー部

への集約、の 3 つを設定し分析を行う。分析する各シ

表-1 パラメータ推定結果 
パラメータ 推定結果 t値 
α 0.00057 ‐

就業利便性 0.016 0.8
教育・文化利便性 0.32 13.8
健康・医療利便性 0.34 14.6

βk 

買物・サービス利便性 0.32 14.0

表-2 対象施設と魅力度指標 

評価項目 
k 

対象
施設

魅力度
指標 
ATjkl 

データの出典 

就業 
利便性 

企業
従業 
者数 
[人] 

(財)統計情報研究開発センター： 
平成 13 年度事業所･企業統計調査地域
メッシュ統計 

教育･文化
利便性 

高校
定員 
[人] 

新潟県学校要覧(2005) 

健康･医療
利便性 

病院
病床数
[床] 

厚生労働省健康政策研究会(医学書院)：
病院要覧2003-2004 年版 

買物･ 
サービス
利便性 

小売
店舗

従業 
員数 
[人] 

国勢調査の地域メッシュ統計(2000)によ
る第三次産業従業者人口のうち、店舗･
卸売業･小売業･金融保険業･飲食店･宿
泊業の従業者人口 

 
図-1 上越市の人口分布および公共交通網 



ナリオの詳細を、図-4に示す。 
<A>は、上越市の市街地コリドーを形成している地

域を貫く信越線の直江津～新井間の運行頻度を 4 倍に

し、サービスレベルを高めるものである。逆に、<B>は、

<A>を実施するにあたりかかる運行費の増加分と同額の

費用で、上越市全域の路線バスを均等に増便するもので

ある。<A>の運行費の増加分について、平成 17 年度鉄

道統計年報から北陸・信越運輸局管内の電化鉄道路線を

抽出し 4)、それらの平均車両キロあたりランニングコス

トである 880.8 円/km(2 両編成相当)を用いて算出する

と、230 万円/日となる。この額で、<B>において増便

可能な本数を、国土交通省が示している羽越地域の路線

バス運行経費単価(314.6 円/km)5)を用いて算出すると、

全域で1.205倍の増便が可能となる。 
また、<C>は公共交通のサービスレベルは変化させず

に、信越線直江津～新井間各駅から 1km 圏内の施設の

魅力度を現状の 2 倍にしたものである。<A+C>は<A>
と<C>を同時に実施した場合である。 
 
(2) WACによる各代替案シナリオの比較 
現状の公共交通 AC および各シナリオの WAC 算出

結果を、表-4 に示す。WAC が最も上昇するのは当然な

がら<A+C>であり、現状に比べ約 20.1%上昇している。

<A+C>の WAC 増加率と、<A>と<C>の WAC 増加率

の和を比較すると、<A+C>の方が若干大きくなってい

るが、相乗効果はほとんど生じていないことがわかる。 
 

(3) 各代替案シナリオにおける公共交通ACの分布 
<シナリオA>コリドー部の鉄道サービスレベル向上 
公共交通 AC を図-5 に示す。現状<O>(図-2)と比べ、

コリドー部でACが大きく向上しているのは当然として、

それ以外の鉄道沿線や高田･直江津駅に結節するバス路

線の沿線でもACの高い地域が広がっていることがわか

る。 
<シナリオB>バス路線網すべての運行本数の増加 
公共交通 AC を図-6 に示す。<B>よりも<A>の方が

広範囲で利便性が向上しており、特に鉄道沿線や本数の

比較的多いバス路線沿線で向上度が高いことがわかる。

ただし、高田駅東部では、<B>の方が、差はわずかでは

あるものの、AC が向上している。これは、この付近が

郊外部からのバス路線が多数あるためである。 
<シナリオC>信越線(直江津～新井間)に施設集約 
公共交通 AC を図-7 に示す。<O>からの増加は<A>

に比べて全体的に小さく、その範囲も狭くなっている。

ここから、駅周辺への施設集約のみでは、それの公共交

通利便性向上に対する影響は小さいものになることがわ

かる。 
 

(4) 各地点における公共交通ACの変化 
 図 2～7 中に特記した各地点の公共交通 AC の推移を

図-8 に示す。地点 1 は、高速道路インター付近に立地

する大規模小売店舗であり、地点 2～4 は合併前の町･

村役場(現在は総合事務所)である。コリドー部に位置す

る高田駅、直江津駅、上越市役所(春日山駅の東隣)では
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図-2 現状の公共交通AC 
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図-3 公共交通ACと自動車交通ACの比 
公共交通充実

A：コリドー部鉄道

路線に集中投資

B:都市全域のバス

路線に均等投資
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集中投資
＋施設集約

費用：230万円

C:駅周辺に施設集約
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現
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図-4 シナリオ分析の概要 
表-3 各シナリオの設定 

シナリオ コリドー
区間 

その他
鉄道 路線バス 施設 

<O>(現状) 1本/h 1本/h 現ダイヤ 現状通り 

<A> 4本/h 1本/h 現ダイヤ 現状通り 

<B> 1本/h 1本/h 全路線本数
1.205倍 現状通り 

<C> 1本/h 1本/h 現ダイヤ 駅1km以内施 
設の魅力度を2倍

表-4 WAC算出結果 
 WAC 現状からの

増加率 
<O> 現状 0.199 - 
<A> コリドー部鉄道頻度増加 0.234 14.9% 
<B> 全域バス本数増加 0.205 2.8% 
<C> コリドー部施設2倍に増加 0.210 5.1% 

<A+C> シナリオA+シナリオC 0.249 20.1% 
自動車交通WAC 0.583 - 



<A>や<C>による公共交通AC の向上が当然ながら大き

くなるものの、<B>ではその向上度は小さい。 
それが、上越市役所から東 2km に位置する地点 1 や、

高田駅から東南東 9km に位置する地点 2 では、<A>や
<C>による向上はコリドー部に比べて小さい。さらに、

地点 2 では<B>のほうが<A>よりも大きくなっており、

その値は<A+C>を実施した場合とほぼ一致する。この

ことから、現状の路線バスのサービスレベルでは、コリ

ドー部における鉄道路線の充実や、施設集約の効果を遠

距離まで及ぼすことができないことがわかる。それを示

すように、コリドー部以外の鉄道沿線に位置する地点 3
は、高田駅から地点 2 よりも遠く位置しており、現状

の公共交通 AC では地点 2 よりも下回っているが、

<A>によって大きく向上している。コリドー部以外の鉄

道駅周辺でも同じことが見られる。地点 4 は、コリド

ー部より遠く離れているものの、鉄道駅から南へ約

2km に位置しているため、<A>による向上度が高くな

っている。 
 
5. まとめ 
本研究では、ポテンシャル型アクセシビリティ指標

を用いて、人口や都市機能が帯状に集中したコリドーの

形成と、それを貫く公共交通サービスの充実が、都市・

地域全体の公共交通利便性に与える効果の定量評価を行

った。その結果、都市全域で公共交通網のサービスレベ

ルを平均的に上げる施策よりも、コリドー部公共交通へ

の集中的な充実策の方が、都市・地域全域でのアクセシ

ビリティ向上効果を、鉄道沿線地区はもとより地域全体

でより高く得られることが分かった。加えて、都市機能

がコリドー部に集約されることで、公共交通AC向上効

果がさらに大きくなることを定量的に示すことができた。 
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